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（1）IYC2025について
　 知る・共有する
　IYC2025は、協同組合のことを広く知ってもらい、共
感や信頼につなげ、協同組合の事業を利用する人、活動に
参加する人、そして働く人を広げる大きなチャンスで
す。
　まず、「2025年は国際協同組合年」を組合員・役職
員で共有し、その意義について確認しましょう。
　とくに、国際協同組合年とは何か、なぜ国連は
IYC2025 を宣言し、加盟各国に協同組合の振興を呼びか
けているのか、背景にある協同組合への大きな期待
や評価も含めて要チェックです。

　国連では1957年(国際地球観測年)より国際年を設定し、世界に共通する重要テーマについ
て、各国や世界全体が1年間を通じて呼びかけや対策を行うよう取り組んでいます。国際協同組
合年もその１つで、2012年に続き、2025年は2回目となります。
　協同組合に関係の深い国際年としては、1975年の国際婦人年、1979年の国際児童年、
1986年の国際平和年などがあります。

国際年

 1895年に設立された、国際的な協同組合の連合組織であり、世界各国の農業、消費者、信用、
保険、 保健、 漁業、林業、労働者、旅行、住宅、エネルギー等あらゆる分野の協同組合の連合組織
が加盟しています。
　加盟組織は103か国299団体(ICAホームページ
2024年4月)、加盟組織傘下の組合員は世界全体で
10億人を超えています。本部はベルギーのブリュッセ
ルにあり、日本からは17組織が加盟しています。
　協同組合の価値・原則の普及と協同組合間の国際協
力の促進、世界の平和と安全保障への貢献等を目的と
し、情報発信、国際会議・セミナー等の開催、国連機関等
への提言・意思反映活動等に取り組んでいます。

一般社団法人
日本協同組合連携機構（JCA）

　日本の協同組合グループを横断した、わが国唯一の常設の法人組織です。わが国の協同組合
の健全な発展と地域のよりよいくらし・仕事づくりを目的に、2018年4月1日に発足しました。英
文表記はJapan Co-operative Allianceで、その頭文字をとってJCAが略称です。
　事業は、①協同組合間連携の促進（全国域、県域、国際）、②協同組合に関する政策提言・広
報、③協同組合に関する教育・調査・研究を行い、「協同をひろげて日本を変える『学ぶ』と『つな
がる』プラットフォーム」（JCA2030ビジョン）となることを目指しています。
　会員は、農協、生協、漁協、森林組合、労働者協同組合、労働金庫、信用金庫、信用組合、中小
企業協同組合などの全国組織、県域組織および単位協同組合で、585会員（2024年3月31日
現在）です。

ICA (国際協同組合同盟 　　　　　　　)International 
Cooperative Alliance
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